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研究成果の概要（和文）：本研究は、中世日本の宗教空間の復原的研究を目指し、人文諸学の研究者と協働し
て、基礎となる儀礼テクストや縁起絵巻、唱導文献の採訪調査を行い、研究資源化を図るとともに、個々のテク
ストの解題的研究を通じてそれらが機能する宗教儀礼の文脈に置き直し読み解くことから、中世宗教空間のメカ
ニズムを解き明かし、宗教空間論の研究モデルを文学研究の側から創出し構築するものである。

研究成果の概要（英文）：This research project strives to recreate the religious space of the 
Japanese middle ages. It is built on an interdisciplinary workflow, made possible by our extensive 
collaboration with specialists in various disciplines of the humanities. First, we actively gather 
data through comprehensive field work. The rituals, painted engi scroll telling stories and 
predication texts collected this way are then analyzed and explained, in order to re-integrate them 
within the ritual context in which they acquired their initial significance. This allows us, in 
turn, to shed new light on the mechanisms at work in the medieval religious space. As a whole, this 
project strives to establish a new method to analyze such spaces in the context of literary studies.
 

研究分野： 中世宗教文芸
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究期間内に、国内外に所在する『融通念仏縁起』伝本調査と高精細画像撮影によるアーカイブス化を推進し
た。安居院唱導文献と儀礼テクストの研究成果は、神奈川県立金沢文庫や人間文化研究機構国文学研究資料館と
の連携による綜合展覧会「列島の祈り」への参画や国内外の学会発表等を通じて社会発信し、地域社会に貢献し
た。この過程で慈円に関する新出文献を紹介し、歴史思想の研究にとって重要な資料を学界に提供し、それらの
研究を国際共同研究として遂行する過程で、女性（宣陽門院）が中世の宗教空間創出に果たした宗教的主体性を
問う視座を獲得し、あらたな問題提起と研究手法モデルの創出につながる学術基盤を築くことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、文学研究の基盤を形づくるものとして、寺院に蓄積された経蔵聖教典籍の調査研究に

注目が集まっている。その問題意識は、中世文学会や説話文学会など学界で共有されており、
説話文学会創立 50 周年記念シンポジウム（2012）では、三つのパネルの一つを資料学が担っ
た。これと並ぶ、もう一つのパネルで扱った対象が、説話のメディアとしての唱導や絵巻、絵
伝などの絵画資料である。日本史、美術史研究者も参画し分野を超えたパネルが構成されるな
か、申請者も『融通念仏縁起』について取り上げ報告を担当した。申請者は、すでに重要文化
財「称名寺聖教」の目録作成作業や、 国立歴史民俗博物館の公募型共同研究「中世における儀
礼テクストの綜合的研究」への参画、および申請者を代表とする科研（若手研究 B）「中世東国
宗教と文芸伝承の綜合的研究」を通じて、寺院聖教の調査研究に携わり一定の研究蓄積を得て
いる。その体験とともにパネルにのぞみ、中世を貫く念仏運動を引き起こし大きな文化的達成
を遂げた『融通念仏縁起』に着目することで、宗教を対象とする文献研究は、絵画や儀礼とい
う相互に分かちがたいテクストと一体のものとして読み解くべきものであること、ひいてはそ
れが中世の宗教空間のメカニズムの解明につながる手応えを得た。本研究課題は、そうした問
題意識のもとで、中世宗教空間の解明と、そのための研究手法を文学研究の側から構築するこ
とを目指すものである。 
  

２．研究の目的 
本研究は、中世社会に大きな影響を与えた唱導テクスト並びに中世に独自の達成を遂げた『融

通念仏縁起』などの宗教絵巻、さらには寺社における宗教儀礼を支えた儀礼テクストを焦点に、
関わり深い儀礼について実地踏査（フィールドワーク）を行うとともに、それらが機能した当
時の文脈に置き直して分析することを通して、中世における宗教空間の生成と展開を復元的に
研究することを目的とする。そのために、美術史、歴史学、芸能史など人文諸学の先端研究者
と協働して綜合的な解明を試み、その成果を国内外へ発信する。 
 

３．研究の方法 
 本研究課題を遂行するために、4年にわたる研究期間の間、以下の作業を継続的に実施した。 
（1）寺院聖教の文献調査を通し、特に重要な作品や文献について高精細デジタル撮影を行い、
翻刻資料集を作成する。 
（2）文献資料の分析および解題的研究を通して、個別作品の再評価、再解釈を積極的に進め、
それらの成果を国内外の学会や講演会、論文、図録等を通して発表し、公開する。 
（3）国内外の歴史学、美術史など人文諸学の先端研究者と連携し、共同研究に基づく連携展示
企画に参画、図録の解説作成やワークショップを開催し、研究成果を社会に発信する。加えて
それら先端研究の高度化・可視化による社会発信を目指す。 
 
４．研究成果 
（1）文献探査では、美術史、歴史学、民俗学研究者との連携を図りつつ、国内外に所在する『融
通念仏縁起絵巻』の諸本調査を重点的に進め、米国クリーブランド美術館、米国フリーア美術
館、大念仏寺（大阪）、法明寺（大阪）、徳融寺（奈良）、大阪歴史博物館、大阪市立美術館にて
作品分析に不可欠な高精細画像の撮影を行い、アーカイブス化の土台となるデータを収集した。
また、ハーバード大学美術館にて『因果業鏡図』、聖徳太子二歳像像内納入品の探査、神奈川県
立金沢文庫や東京大学史料編纂所にて安居院唱導文献や醍醐寺や青蓮院をはじめとする寺院聖
教の探査に取り組み、研究基盤となる資料の収集を行った。 
 
（2）上記の探査を通し、重要文献について翻刻紹介し解題的研究を進めた結果、例えば、①北
野天神縁起成立の核となる『日蔵夢記』について、すでに失われてしまった鎌倉時代の原本に
迫ることができる重要な模写本の存在を確認し、影印とともに紹介することができた。②『融
通念仏縁起』伝本研究においては、鎌倉時代に遡る現存最古の伝本であるシカゴ美術館、クリ
ーブランド美術館所蔵本の学術的価値を相対化する画期的な模本（暦応模本）の存在を確認し、
影印とともに紹介することを得た。その成果は、近世模本研究の重要性を提起するものでもあ
った。さらに、東京大学史料編纂所の研究資源（史料画像閲覧システム）の活用により、③中
世の優れた天台僧であり学者として名高い慈円の聖教から、『愚管抄』成立の過程を照らし出す
史料「本尊釈問答」を見いだすことができた。全文の翻刻紹介と解題的研究を通して、慈円の
密教と歴史思想が一体不可分であることを論証できたことは、当初予期していなかった特筆す
べき成果である。本史料は『愚管抄』の位置づけをも変えるインパクトを持ち、学術的価値は
特定の分野におさまらない。今後、国内外の人文諸学の協働により研究が進められる必要性が
あると考えている。 
 
（3）得られた研究成果は、国内外の学会で報告し論文等で公開することに加え、神奈川県立金
沢文庫や人間文化研究機構国文学研究資料館の連携展示への参画およびその図録執筆、市民向
けの講演会（奈良国立博物館、八千代市立郷土資料館ほか）やセミナー（仏国ストラスブール
大学でのくずし字セミナーほか）を通して、積極的な社会的還元に努めた。 
①醍醐寺閻魔堂に構築された冥府空間の研究と、安居院唱導文献の研究、『融通念仏縁起』の研



究は、説話文学会での研究報告等を経て、奈良国立博物館「源信 地獄・極楽への扉」展の公
開講座への招待を得、コロンビア大学でのセミナー参加につながるなど一定の評価を重ね、そ
れらの研究を結ぶ鍵となる宣陽門院に焦点を当て宗教的主体性を問い直す研究は、コロンビア
大学での国際研究集会の場で高い評価を得ることができた。 
②安居院唱導文献研究の一環としての『上素帖』所収白山平泉寺落慶供養をめぐる表白の探求
は、講演会や新聞報道を通じて白山開山 1300 年記念事業に取り組む地域社会の文化・観光資源
に貢献することができた。 
③二所三島の縁起研究の成果は、それを可視化・高度化するあらたな文化的・芸術的コンテン
ツ（走湯山秘訣絵巻や伊豆マンダラ）の創出へと展開し、ドイツ・ハイデルベルク大学での国
際研究集会などの学会発表や金沢文庫での市民向けワークショップの開催などの段階を経て社
会発信を重ね、研究資源の再創造という新モデルを提起するものとなった。 
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